
http:/
/www.パソコンソフトの利用を通じて、

ホームページ作成能力を身に付けることを
目的として実施。

画像やスタイルシートを使用し、
見やすいホームページを
作成することができます。

試験基準
◎試験時間内に処理条件のとおり処理が完成し、指定フォルダー内に保存されたものを100点満点とし、
　減点基準により採点し、80点以上の答案を合格とする。
◎出題基準・試験時間は下記の表のとおりとする。

検定試験のねらい

試験実施日（年4回）

試験会場

一般受験料（税込）

ホームページ作成検定試験

本協会指定会場
●申し込みのあった各大学、各学校および教室が試験会場校となります。
ただし、原則として受験者が10名以上であることを要します。

●試験日は届出により前後10日間の移動が可能です。
17月第2日曜日　210月第2日曜日　312月第2日曜日　42月第4日曜日

3,300円 2,800円 2,300円 1,800円
1級 2級 3級 4級

処理条件に従って作成ページ例とレイアウトを参照し、
ホームページを作成する技能を問う試験です。

☆問題に使用している会社、組織、製品、人物、キャラクター、データなどの名称は架空のものです。実在する商品名、団体名、個人名などとは一切関係ありません。

※本協会が認可した試験会場校では、特定受験料が適用されます。

出題内容級 試験時間

20分

30分

30分

30分

タイトル

文字

水平線

画像

表

見出し

リンク

ファイルの保存

○ページタイトル

○文字・記号の入力

○区切り線（水平線）の挿入

○画像の挿入

○表の作成　　○表の枠設定

○見出しの設定

○ページ間

○ファイルの保存 

◎４級基準を含む

画像

表

リスト

リンク

スタイルシートのリンク

○代替テキスト

○セルの結合

○リストの設定

○メールアドレス

○HTMLファイルにスタイルシートをリンク

◎２級基準を含む

画像

リンク

フォーム

外部ファイルの利用

ID・クラス

○イメージマップの編集

○各種ファイル

○フォームの挿入　　○入力部品の挿入

○JavaScript
○テキストファイル

○ID・クラスの設定

◎３級基準を含む

リンク

スタイルシートの作成

○ラベル・URL
○ターゲット指定

○スタイルシートの作成

基礎的なHTMLを使用して、
ホームページを作成する。

4　級

用意されたスタイルシート
を利用して、ホームページを
作成する。

3　級

スタイルシートを作成して、
デザインを意識したホーム
ページを作成する。

2　級

多様な設定をしたスタイル
シートを作成して、統合的な
デザインを意識したホーム
ページを作成する。

1　級

9

問題用紙 データで提出

●使用ソフトは問いません
●テキストエディターを
　使用してのご受験も可能です

作成ページ例・レイアウトを参照し、処理条件に従って入力や見出しの設定などを行います。

試験問題

検定に使用するデータは
本協会ホームページより

ダウンロードしていただきます。

スタイルシートの作成
ページにリンク 保

存

処理
条件

作成ページ例

レイアウト

解答

リンクの挿入
画像の挿入

見出しの設定

10
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